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骨格推定によるゴルフスイングの 3次元解析とパフォーマンス要因の抽出 

3D Golf Swing Analysis and Performance Factors via Pose Estimation  

 

【背景・目的】 近年、スポーツ動作の定量評価が求められているが、従来の光学式モーションキャプ

チャは設備やコストの制約が大きい。一方、AI による画像認識技術の進歩により、簡便な動作解析が

可能となりつつある。そこで本研究では、単眼カメラ映像から 3 次元骨格推定を行う MediaPipe を用い、

エリートゴルファーのスイングにおけるパフォーマンス決定要因（Good/Bad の差）の定量的特定を試

みた。 

【結果】 プロゴルファー3 名（石川、マキ

ロイ、渋野）の競技映像から、World 座標

系を用いた身体動作データを抽出し、ショ

ットの成否による比較分析を行った。統計

的検定の結果、X-Factor（捻転差）の角度

や、腰の体重移動の再現性において、好調

木と不調気の間で効果量(データのばらつきに対する差の大きさを表す指標)0.8 以上の有意な差異が確

認された。本手法により、特別な機材を用いずとも、選手固有のスイング特性および不調の要因を客

観的数値として検出可能であることが示唆された。 

表 1 各選手のパフォーマンス決定要因 
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